
4.調 査および試験結果

4.1 調査ボー リング
新大牟田駅南側の白銀川右岸 と県道 10号線に挟まれた旧耕作地において、調査ボーリングを実施した。

図 4。 1-1に今回の調査位置を示す。

今回のボーリング結果を表 4.1-1～ 表 4.1-4に とりまとめる。
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